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研究成果の概要（和文）： 
遺体の個人識別において物性が類似する白色歯冠材料の会社名や製品名が簡便に判別できれば、
正確な所見採取に役立とともにその情報は身元確認に役立つ。この研究は鑑識用の光源を用い
た白色歯冠材料の簡便な識別を目的として行われた。その結果、陶材とその他の材料は 350nm
と 415nm の光源による蛍光性の有無で簡単に識別可能であり、蛍光のスペクトル分析を合わ
せて行うことにより製品名や会社名まで特定できる製品も存在した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In postmortem dental charting for forensic identification it may be difficult to distinguish between 

indirect composite and porcelain because of their similar mechanical properties. Correct charting is 

required for definite positive identification. Identification of the brand of material as additional 

information is valuable and enhances the possibility of positive identification. This study aimed to 

develop an instant technique for identifying indirect, tooth coloured restorative materials using a 

forensic alternative light sourceof Polilight. The fluorescent emission spectrum of porcelain exhibited no 

peak emissions at 415nm, but did show brand specific or group specific peak emissions at 350nm. Some 

of the porcelain or resin brands could be definitely identified by a specific peak spectrum.  The use of 

the Polilight shows great potential for identifying the prosthetic tooth-colored restoration materials. 
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１．研究開始当初の背景 
申請者は、某殺人・死体遺棄被疑事件で、身

元不明の被害者の口腔内に装着された歯科材

料の販路に伝って捜査を行うために製品名を

含めた異同識別を依頼された経験を持つ（犯
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罪学雑誌 Vol.70 No.4, 120-127，2004）。そ

の際、急遽収集した対照試料を複数の紫外線

波長を用いた蛍光性検査やＸ線マイクロアナ

ライザーによる構成元素同定により製品の異

同識別を行ない、ある製品との同一性を分析

データにより証明した。 

この事例での経験をもとに、本研究費（基

盤研究；研究課題番号 14370702）の補助を受

け、歯科用陶材の製品別構成元素に関する標

準組成データを作成し、現在も日々の鑑定業

務に利用している。しかし成分分析を実施す

るには、装置が設置された実験室へ試料を持

ち込むことが必須で、所轄警察署などの捜査

機関での個人識別業務、さらには大規模災害

時などでの屋外使用を要求される場面で利

用することは到底不可能であった。したがっ

て、法医鑑識の実務現場での応用を追求する

ために、可搬性の装置を用いた迅速でより簡

便な歯科材料の製品同定のための異同識別

システムの構築が必要となっていた。 

 

２．研究の目的 
紫外線励起により、歯科材料が独自の蛍光

性を示すことは知られているが、可視光励起

による蛍光性については殆ど報告がない。そ

の理由として、可視光線域の蛍光はすべての

波長を含んだ光の下では観察できず、特定域

波長の光だけを選択的に照射できる励起光

源と蛍光波長のみを選択的に把えるために

有効な特殊なフィルターの組み合わせを検

索する作業が必要となることが挙げられる。

法医鑑識の分野では、すでに犯罪現場での車

両塗料や繊維片の発見、潜在指紋の確認など

に可視光励起が可能な可搬性の波長可変型

光源装置が使用され、しかも各県警鑑識課に

配備されている。そこでこの装置を使用した

歯科材料の簡便な異同識別法が確立し、個人

識別作業を行なう現場で歯科所見に付随し

たより多くの遺体の情報を獲得することが

可能となり、より迅速な捜査の進展が期待で

きる。本研究では、従来の紫外線励起に加え、

可視光励起による蛍光性を評価し歯科材料

の異同識別のための指標として利用するた

めのデータベースを構築することを目的と

した。 

 
３．研究の方法 
（１）資料 

 国内で市販された金属焼付け用陶材（MB）

10 製品、ハイブリッド（HYB）10 製品、前

装冠用硬質レジン（HR）6 製品、計 26 製品

を収集し、歯冠補綴物を作製した（図１）。 

なお、平成 22 年度には新製品の発売に伴い

HYB および HR それぞれ１製品を追加し、

計 28 製品のデータを収集した。 

 
また歯冠色充填材については、国内で流通

する光重合型コンポジットレジン、計 13 社

53 製品を収集し、製品ごとに規格化した円筒

形の試験体を１個ずつ、計 53 個作製した（図

２）。 

 
（２）歯冠色補綴物の蛍光検査による製品識

別 

波長可変型光源装置（ポリライト）を用い、

紫外線波長１種類、可視光線波長 9 種類、計

10 種類の励起波長を用いた蛍光検査を行な

→MB 
→HYB 
→HR 

図１ 歯冠色補綴物 

図２ 歯冠色充填材の作製 



い、励起波長の違いによる蛍光性の有無につ

いて検討した。その際、蛍光発光は常に励起

光波長より長波長で生じるため、蛍光の大部

分だけを通し、被写体が反射する励起光やそ

の他の不必要な波長の光を遮断するフィル

ターを使用してはじめてコントラストのあ

る明るい蛍光が観察可能となる。そこで今回

は一定の波長以下の光をシャープにカット

する紫外線吸収フィルター（ＳＣフィルタ

ー；富士フィルム社製）を励起波長別に選択

し、カメラレンズ前面に装着して写真撮影し

た。 

 

（３）歯冠色充填材の蛍光強度による異同識

別の可能性について 

 光重合型コンポジットレジン、計 13 社 53

製品について波長可変型光源装置（ポリライ

ト）を用い、紫外線波長１種類、可視光線波

長 9 種類、計 10 種類の励起波長を用いた蛍

光検査を行ない、励起波長ごとの蛍光性の強

度を、蛍光性なし：0 から蛍光性強：+++まで

計 4段階で目視にて評価した。 

 

（４）波長可変型光源装置出力波長のスペ

クトル分析による検討 

これまで行った一連の実験では、歯冠色補

綴物や歯冠色充填材の製造会社および製品

名の識別に利用可能なカラーガイドを作成

した。しかし、目視により試料の蛍光性を評

価する場合は検査者の主観に頼る部分が多

く、最終判断に苦慮する場面も多い。そこで

波長可変型光源装置による蛍光反応の評価

に、分光測定のスペクトル分析を応用し、蛍

光の違いをより簡便で判断し易くするため

の識別法について検討した。蛍光波長のスペ

クトル分析をファイバー分光ユニットを使

用して行った。焦点距離は 100mm、１画素 14

×14μm、画素分解能は約 0.4nm/chで計測の

積分時間は 10msec である。 

 初めに波長可変型光源装置ポリライトに

内蔵されるメタルハライドランプの波長特

性について調べた。 

 次に、これまでの結果から製品識別に最も

有効と推定された中心波長 415nmで出力され

る励起波長のスペクトル分析を行い、励起波

長として最適なバンドパスフィルターの選

択を行った。 

 

（５）蛍光分光測定による歯冠色補綴材料の

異同識別 

 歯冠色補綴材料、計 28 製品について蛍光

分光測定を行った。励起波長は可視光波長域

のなかでも製品間の蛍光強度の変動が大き

かった 415nmとした。また励起波長に近い蛍

光を遮断しないよう Sharp Cut Filter（No。

40）を受光用ファイバー前面に装着した。絶

対分光感度補正計測モードにより、分光スペ

クトルを指標とした製品の異同識別につい

て検討した。 

 

４．研究成果 

（１）歯冠色補綴物の蛍光検査による製品識

別 

 350nm（紫外線）励起では金属焼付け陶材

冠（MB）、ハイブリッドセラミックス冠（HYB）、

硬質レジン前装冠（HR）のすべての製品で蛍

光性を示した。特に HYB や HR では製品ごと

に様々な色合いの自家蛍光が観察された。ま

た可視光波長域（415～620nm）での励起では、

MB はいずれの製品においても蛍光性を示さ

なかった。一方、HYB、HRのほとんどの製品

は 415～530nm で蛍光性を示し、その強度は

近紫外域ほど大で、その程度も製品ごとに異

なる傾向が認められた。なお 555nm 以上の波

長域では MB、HYB、HR いずれにおいても明ら

かな蛍光性は認められなかった。 



以上、可視光のなかでも近紫外領域の２種

類（415 および 450nm）の励起光、特に 415nm

による蛍光性の有無により、陶材冠とハイブ

リッドセラミックス冠/硬質レジン前装冠の

異同識別は可能であった。硬質レジン前装冠

の識別は一定の訓練を積めば触診により可

能であることから、本法は簡便かつ正確な歯

科所見採取の一助として有効である。 

 

（２）歯冠色充填材の蛍光強度による異同識

別の可能性について(図３) 

  

紫外線（350nm）による励起では、13 社中

1 社のすべての製品で++以上の蛍光が認めら

れたものの、 他の 5 社の製品はすべて 0、そ

れ以外の 7社においては製品間で蛍光性の強

さに違いが認められた。つぎに可視領域の

415 および 450nm では殆どすべての製品で+

から+++の蛍光性が認められた。また 470～

555 nm では、1 社の 2 製品が+から++の比較

的強い蛍光性を、また 6 社 7 製品で+の弱い

蛍光性が認められたが、その他は 0であった。

さらに 590および 620nmではいずれの製品で

も蛍光性は認められなかった。 

 以上、励起波長ごとの蛍光性の強度を指標

として製品会社の特定が可能な製品も存在

した。また紫外線より、むしろ可視域の 415

および 450nmの励起波長で蛍光性を示す製品

が数多く確認されたことから、本法は製品識

別のみならずコンポジットレジン充填物の

見落とし防止にも利用可能と考えられた。 

 ただし、歯質自体にも蛍光性が存在するこ

とから、実務へ応用するには、今後更なる詳

細な検討が必要となる。 

 

（３）波長可変型光源装置出力波長のスペク

トル分析による検討 

メタルハライドランプの波長特性につい

て調べた結果、400～450nm と 500～600nm の

間に大きなスパイク波形が認められた（図

４）。 
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図３ 可視光励起によるコンポジットレジンの蛍光強度 

図４ メタルハライドランプの分光スペクトル 



出力波長 415nmモードでの励起波長の波長

特性について調べた結果、450nm 以上の波長

のスペクトルは、装置に内蔵されるフィルタ

ーの効果で殆ど検出されなかった（図５）。

ただし、中心波長が 415nmと謳われているも

のの、バンドの幅はかなり広いことが判った。

したがって、励起波長に近い波長の蛍光ピ

ークが存在する場合は、励起波長の影響を

受け、蛍光のみの独立したバンドとして把

えることが困難となることが予想された。

これを解消するには、ある特定の幅の波長

のみ透すバンドパスフィルターを使用し、

励起波長の全値半幅を狭くすることが望ま

しいと思われた。 

励起波長に近い波長の蛍光ピークが存す

る場合は、励起波長の影響を受け、蛍光のみ

の独立したバンドとして把えることが困難

となる。これを解消するためには、バンドパ

スフィルターを使用し、励起波長の全値半幅

を狭くすることが望ましい。その結果、でき

るだけ励起波長の光の強度を低下させずに

バンドの幅が狭くなる BP405が目的に合致す

ることが確かめられた（図６）。 

 

（４）蛍光分光測定による歯冠色補綴材料の

異同識別 

 

フィルターなしの状態で励起波長 415nmに

よる分光スペクトルを調べた（図７）。MB（陶

材冠）のグループでは蛍光スペクトルは認め

られない。550nm 付近から 600nm にかけて弱

い２個のピーク（図中矢印）を有するスペク

トルが認められ、これはメタルハライドラン

プのピークに起因する可能性がある。 

一方、レジン系の材料である HYB(ハイブリ

ッドタイプ硬質レジン)と HR（硬質レジン）

では 450nm前後から 500nmにかけて材料ごと

に異なるタイプのショルダーを有するスペ

図５ 415nm の分光スペクトル 

n 

 

 

 

Non 

BP400 

BP405 

BP410 

図６ バンドパスフィルターの選択 

 MB 

 HYB 

 HR 

図７ 415nm励起による分光スペクトル 



クトルが認められ、蛍光スペクトルの存在を

示唆している。しかし励起波長のバンドの幅

が広く、その影響により明らかなピークを持

つ蛍光スペクトルとは断言できない。そこで

励起波長のバンドの幅を狭めるため、405nm

のバンドパスフィルターを使用した結果、メ

タルハライドランプに起因すると推定され

たピークは２個とも消滅するとともに、励起

波長のバンドの幅も狭くすることが可能と

なった。 

MB のグループでは蛍光スペクトルが認め

られず、製品間で波形に差異は認められなか

った。そこで HYBと HR の計 18 製品について

スペクトルを重ね合わせ、識別の可能性につ

いて検討した（図８）。図中、赤で示した HYB

は 430nmと 460nm前後にピークを持つ特徴的

なスペクトルである。また他にも HYB１製品、

HR３製品の計 4 製品においても、ピークの形

状と蛍光ピークの波長の違いからそれぞれ

の製品名まで識別可能で、HR で硬質レジン系

の製品の中で唯一、蛍光ピークが存在しない

ことが製品特定に有効な情報となる製品も 1

製品存在した。その他 12 製品は、３グルー

プまで同じグループとして分類が可能であ

った。 

以上、可視光励起蛍光撮影法を応用した歯

冠色歯科材料の異同識別のうち、陶材系と硬

質レジン系の材料の簡便な異同識別法が確

立されるとともに、硬質レジン系歯冠補綴物

の製品識別も一部可能となった。 
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